
　弥生3月を迎えました。今日3月1日、天気もよく日差しが暖かく、春が近づいてきたなと明るい気持ちになります。
令和２年度の協会の活動も、残り１カ月となりました。計画されている業務をやり遂げ、年度のまとめをしていかな
ければならない大事な月です。
　２月の活動もコロナ感染防止対策の影響で制約を受けましたが、対策をとりながら、実施できる事業は開催する
ということで、事業ごとに対応が分かれる状況でした。現在、最も気がかりな点は「総会」の開催に関する件です。
これから、３月、４月と穏やかに経過して、「会計監査」「理事会」を通常通り開催して、無事「総会」を迎えたいと
切に願っています。
　

　 ２月１３日（土）の深夜１１時に 震度６弱の地震が発生し
ました。 あの東日本大震災の余震とのことですが、１０年
たっても余震があるのかと、驚きました。
　新幹線や常磐道などに被害が出て、大きな地震だった
んだと改めて感じました。福島労働局・監督署から事業場
の被害状況について問い合わせがあり、協会の理事・監事
の事業場に問い合わせを行い被害状況の情報提供をいた
だきました。
　被害状況としては、社員の人身事故等はなく、生産設備
のずれなど軽微な被害であり、確認したのち生産を行って
いるとの連絡をいただきました。
　しかし、大きな被害を受けた事業場もあり、部門によって
は生産再開まで数カ月を要するとの情報をいただきました。
　理事・監事事業場のみなさんには被害修復中のお忙しい 　　　　＜事務所内の状況＞
ところ情報提供をいただき、ありがとうございました。 DVD・書類が散乱し、電気ポットが落下

して、壊れました。

　年度末を迎え、次年度の事業計画・予算を決定しなければならない時期を迎えました。　例年、２月～３月
に理事会を開催し、審議をお願いしておりますが、今年はコロナウイルスの感染防止のため、理事会の開催
を中止といたしました。　
　事業計画・予算の方針決定のために必要な理事会であり、理事のみなさんに書類をお送りし、文書で決議
していただく方式といたしました。昨年の同時期の理事会（予算審議）までは一堂に会しての会議を行ってお
りましたが、それ以降はコロナの感染拡大に伴って、理事会の開催を中止としております。
　理事のみなさんには現状をご理解をいただき、 文書での 「承認」 手続きに対応していただいております。

　令和３年度の事業計画は基本的に例年通りの活動を
想定しております。
　公益事業として「須賀川地区安全衛生大会」の開催
「安全週間及び衛生週間」説明会と「労務及び労災」
研修会の開催を計画し、 もう一つの公益事業である
『教育講習』につてもコロナ以前に実施していた講習
を計画に織り込みます。
　収益事業としては 安全衛生関係図書 ・ 資料等の
販売事業、労働保険事務組合の事業に加え、 優良
事業場視察などの 会員交流事業なども復活させる
事業計画になっております。
　予算については、上記の事業計画に沿っての作成
となりますので、ほぼ令和２年度、令和元年度と同様
の予算を計上いたしました。

【２月１３日の地震の状況】

【２月の協会活動】

＜「理事会」（事業計画・予算審議）を中止＞

＜令和３年度の事業計画・予算の基本＞

協会の HP もご覧ください



  職長教育は２日間の講習で、４名の講師から「監督
指導」,「安全管理」,「リスクアセスメント」,「環境管理」
「事故対応」などを学びます。
　事務局として、各先生方の話を聞いていますが、お
二人の先生から、受講者のみなさんに同じ本の推薦
がありましたので、紹介します。
　その本は『人を動かす』という書名で、日本だけでも
５００万部以上売れている、”人間関係”について書か
れた世界的ベストセラー本です。
　「現場の人間関係を維持する能力」と 「部下の意欲　
引き出すためのスキル」を身につけるときの、必読書と
して、二人の講師が紹介しておりました。 　　　　　　　　＜現場の三管理＞

　　　「作業環境管理」「作業管理」「健康管理」

　昨年の１２月号で「溶接ヒューム」に関する法改正が、あるので、要望があれば説明会を開催しますと、記事を
出しました。「説明会を希望する」との要望を受け、監督署・福島労働局と連携して、説明会を開催しました。
　溶接ヒュームは金属加工等に使用される、アーク溶接
作業時に発生するもので、作業者の体内に入るとガン
を発症するなどのリスクが明らかになり、今年の４月１日
からアーク溶接をしている事業場ではさまざまな規制が
求められることになります。
　講師は福島労働局健康安全課の針生達矢課長に
お願いをいたしました。行政の立場から法律の条文
の的確な解釈と現場の実態の両方を承知された立場
からのお話で、わかりやすい説明でした。
　講習の後、７事業場の方が質問をしておられました。
熱心に聴講していただいた証と思い、講習会を開催
して良かったと感じました。
　なお、「中災防」から”溶接ヒュームの健康障害防止
対策”という小冊子（５００円）が発行されていますので
説明会に参加できなかった方は購入を検討ください。　　　＜市民温泉で一人一テーブルを使用して＞

　須賀川労働基準協会では毎月月初に 「福島労働局」 から各種の情報をいただいており、その情報をこの
通信やホームページを通して、適宜情報伝達を行っています。紙面の制約のあるこの”協会通信”では表題
だけを紹介することが多く、情報量としては少ないのですが、まず知っていただくことが必要と考えています。
　一方、ホームページは少々面倒くさいかもしれませんが、基本的に情報量に制限はありませんので、資料を
丸ごと掲載できるメリットがあります。会社の仕事に使うためにはやはり、協会の ホームページ から資料の元 
データのチェックをお勧めします。（須賀川労働基準協会HPのトップページ中頃「労働局からの情報」を参照）

　 今後の事業予定をお知らせいたします。４月の理事会、５月の総会については現時点では未確定の状況
ではありますが、できるだけ早急に開催の有無、日程の確保等をしたいと思います。

３月１１日（木） 　玉掛け技能講習
３月２９日（月） 　福島労働局：災害防止団体連絡会議　　福島県労働基準協会連絡協会
３月３１日（火） 　監督官庁の福島県へ令和３年度事業計画・予算報告
４月１２日（月） 　監査（決算及び業務監査）
４月１３日（火） 　新入社員教育
４月下旬 　理事会（総会に向けて、事業報告・決算承認・執行体制固め）
５月中旬～下旬 　総会（令和元年度の事業報告・決算報告）

　 ＜注＞ 例年３月に開催している福島県労働基準協会主催の「衛生管理者研修会」は
２月の「安全管理者研修会」と同様に中止となっております。

＜職長教育開催　（2月17日/18日）＞

　【今後の協会事業活動の予定】　　　

＜溶接ヒュームに関連する法改正　説明会　開催（2月２６日）＞

【福島労働局からの情報提供　と　資料等の入手】


